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1.次の関数のリーマン面を作れ。

(a)マ (z一 α)(そ 一わ) (b)～′(ζ 一α)(え ―b)(z― ε) (C)や2  (d)10gえ

2複素平面z=χ +′グ上の領域Dで定義された複素関数ノ(ぇ)=夕 (χ,グ )+′υ(χ,ノ)を考える。

(a)/(そ )が正貝」(微分可能)であるための必要十分条件は次のCauchy― Riemannの関係式

∂レ   ∂υ    ∂夕    ∂υ

∂χ  ∂グ'   ∂Iy    ∂χ

が成立することであることを示せ。ただし、
“
(χ ,ノ ),υ(χ ,ノ)は全微分可能 とする。

(b)正則なノ(z)ではノ
′
(Z)=0と なる点をのぞき、

“
=一定 となる曲線とυ=一定 となる曲線とは互い

に直交していることを示せ。

(ヒ ント:grad夕 の方向とgrad υの方向が互いに直交していることを示せばよい。)

oЮが正則であるとき
(券
+場謝げ0「 =4レ
′orを示せ。

(d)正則なノ(z)の 夕(χ ,ノ)が次式で与えられるとき、/(そ)を求めよ。
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3.次の複素積分を計算せよ。

③∫希凌はだしヽ積分路は直線とする。)
(b)単位円上の異なる積分路 clを C2を用いて /(z)=え

″を積分せよ。clと C2は ともに単位円上の

(1,0)か ら←1,0)を結ぶが、Gは 反時計回り、C2は時計回りにまわるものとする。

4.Cが面積 Sの領域を囲む単一閉曲線であるとき、S=多
ζン
凌 であることを示せ。cは その複

蓄
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5.∫(z)は複素平面上の単連結開領域 Dで正則とする。Cを D内の単純閉曲線 として 発 は Cを反時計回り
にまわる線積分を表す。

(a)c内 の点 ぇに対して成 り立
ψつcauchyの 積分公式 ノ(ぇ)=ぅ

房;兎 」牲≒
と  からん回微分に対する

Gours江 の公式

/→0=井兎が多耳αζ
を示せ。(こ れから正則関数は無限回微分可能であることが示される。 [Goursatの定理])
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須 却 まGours誠 の公式を用いて

氏,0=← 1ソι′井兎絲 ″
(ただしCは zを 囲む閉曲線)と 表すことができる。これを用いて、Hermite多 項式の母関数

均=葛嘉げ
を計算し、それが Ψ(て,r)=`2z←

′ となることを示せ。


